
平成２１年度一般会計予算概要平平成成２２１１年年度度一一般般会会計計予予算算概概要要

平成２１年度の予算などを審議する平成２１年第１回市議会定例会が３月９日�に招集されました。
初日の本会議で富岡市長は、新年度にあたっての市政運営に対する基本的な考え方と主な事業

について施政方針を述べました。この方針に基づいた新年度予算は、市議会最終日の３月３０日�
に可決されました。
ここでは、これらの概要についてお知らせします。

こ
の
た
び
の
市
長
選
挙
に
お
き

ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

多
く
の
御
支
援
を
賜
り
再
選
の
栄

に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
、
引
き
続

き
朝
霞
市
長
と
し
て
２
期
目
の
市

政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め
て
、

市
民
の
負
託
に
こ
た
え
る
こ
と
の

責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
４
年
前
に
初
め
て
市
長

に
就
任
し
て
以
来
、
朝
霞
市
を
埼

玉
一
の
輝
く
ま
ち
と
す
る
た
め
、

市
政
運
営
に
全
力
で
取
り
組
み
、

自
主
防
災
組
織
結
成
の
積
極
的
推

進
や
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
創
設
、

乳
幼
児
医
療
費
の
窓
口
払
い
の
撤

廃
、
仲
町
保
育
園
の
開
園
、
小
学

校
低
学
年
の
複
数
担
任
制
の
導
入
、

学
区
制
の
弾
力
的
運
営
、
学
校
施

設
の
耐
震
化
の
推
進
、
図
書
館
の

月
曜
休
館
の
廃
止
、
朝
霞
駅
前
出

張
所
の
開
設
、
鳴
子
踊
り
参
加
促

進
支
援
事
業
補
助
制
度
の
創
設
な

ど
、
多
く
の
事
業
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
市
民

の
皆
さ
ん
と
議
員
各
位
の
ご
協
力

の
た
ま
も
の
と
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

朝
霞
に
生
ま
れ
、
朝
霞
と
共
に

育
っ
た
私
は
、
市
長
で
あ
る
と
同

時
に
、
自
分
の
ふ
る
さ
と
を
愛
す

る
ひ
と
り
の
朝
霞
市
民
で
も
あ
り

ま
す
。
私
は
、
常
に
市
民
の
皆
さ

ん
と
い
っ
し
ょ
に
考
え
、
い
っ
し

ょ
に
行
動
し
、
い
っ
し
ょ
に
朝
霞

の
新
た
な
未
来
を
創
造
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
お
寄

せ
い
た
だ
き
ま
し
た
信
頼
と
期
待

に
お
応
え
す
る
た
め
、
４
年
間
、

市
政
運
営
に
取
り
組
ん
だ
経
験
を

生
か
し
、「
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
３
つ
の

視
点
か
ら
「
生
き
活
き
タ
ウ
ン
朝

霞
」
を
実
現
す
る
た
め
、
全
力
で

取
り
組
む
決
意
を
新
た
に
し
て
い

ま
す
。

１
つ
目
の
視
点
は
「
子
育
て
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。

家
庭
や
子
育
て
に
夢
を
持
ち
、
こ

ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
生
き
活
き

と
育
つ
環
境
を
着
実
に
整
備
し
て

い
き
ま
す
。

２
つ
目
の
視
点
は「
お
年
寄
り
・

障
害
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
」
で
す
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
医

療
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
な
ど
、
お
年
寄
り

や
障
害
者
が
安
心
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

３
つ
目
の
視
点
は
「
心
地
よ
く

過
ご
せ
る
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
」
で
す
。
市
民
そ
れ
ぞ
れ
が
生

き
が
い
を
持
ち
、
ま
た
将
来
の
夢

を
描
け
る
よ
う
な
、
心
地
よ
く
生

き
活
き
と
過
ご
せ
る
ま
ち
に
発
展

さ
せ
て
い
き
ま
す
。

朝
霞
市
を
愛
す
る
市
民
の
皆
さ

ん
と
議
員
各
位
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
子
育
て
世
代
、
お

年
寄
り
、
障
害
者
な
ど
、
市
民
す

べ
て
の
皆
さ
ん
に
優
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
積
極
的
に

施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

～～生生きき活活ききタタウウンン朝朝霞霞
ややささししいいままちちづづくくりりをを目目指指ししてて～～
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�栄町放課後児童クラブ保育室の
定員拡充

�民間認可保育園６園にAED設
置

�（仮称）ひざおり児童館の開館
�父子手当制度の創設
�妊婦一般健康診査の拡充
�特色ある学校づくり支援（小学
校低学年複数担任制、あさか・

スクールサポーター、小学校理

科支援員など）

�第四小学校改築事業（工事）
�第五小学校改築事業（工事）

子育てに
やさしい
まちづくり

�障害者就労支援センター
の設置

�高齢者バス共通カードの
給付

�栄町高齢者交流室の設置
�育み支援バーチャルセン
ターの開始

お年寄り・
障害者に
やさしい
まちづくり

心地よく
過ごせる
やさしい
まちづくり

�（仮称）膝折市民センター等建設事業
（工事）

�町内会、自治会等への補助
�市民まつりへの助成
�男女平等推進に関する諸施策の推進
�花と緑のまちづくり事業
�防災対策の強化（自主防災組織リー
ダー講習会の実施、地震ハザードマ
ップの配布など）

�防犯対策の強化（防犯パトロールの
推進、駐車場防犯照明設備設置の補
助など）

�道路新設改良事業（改良工事８路線、
舗装工事１路線、用地取得）

�落橋防止対策事業（浜崎陸橋、北朝
霞陸橋）

�生け垣設置奨励補助金
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具
体
的
な
行
財
政
運
営
に
あ
た

り
ま
し
て
は
、
政
策
的
な
分
野
、

財
政
的
な
分
野
、
職
員
の
意
識
改

革
、
と
い
う
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
、
基
本
的
な
考
え
方
を
説

明
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
１
つ
目
の
政
策
的
な
分

野
に
つ
い
て
で
す
が
、
予
算
編
成

に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
各
事
業
の

優
先
順
位
を
政
策
的
に
判
断
し
た

上
で
、予
算
を
重
点
配
分
す
る「
政

策
主
導
型
の
予
算
編
成
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
朝
霞
市
の
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
指
針
で
あ
る
第

４
次
総
合
振
興
計
画
に
基
づ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
大
綱
ご
と
に
着

実
に
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
行
政
評
価
制
度
の
導
入
も

着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
は
各
事
業
や
施
策
に
つ
い

て
の
行
政
評
価
の
結
果
も
活
用
し
、

事
業
の
「
選
択
と
集
中
」
を
よ
り

一
層
進
め
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る

効
率
的
・
効
果
的
な
事
業
の
実
施
、

施
策
の
展
開
を
目
指
し
ま
す
。

次
に
、
２
つ
目
の
財
政
的
な
分

野
に
つ
い
て
で
す
が
、
高
度
経
済

成
長
時
代
の
よ
う
に
税
収
が
右
肩

上
が
り
で
毎
年
伸
び
続
け
る
時
代

と
は
異
な
り
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る

高
齢
化
社
会
で
は
社
会
保
障
経
費

の
増
加
は
避
け
ら
れ
ず
、
急
激
に

増
え
続
け
る
歳
出
に
対
し
て
、
そ

れ
に
見
合
う
歳
入
を
確
保
す
る
こ

と
が
非
常
に
困
難
に
な
る
時
代
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
従
っ

て
、
本
市
の
財
政
状
況
は
今
後
さ

ら
に
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
ま
す
が
、
必
要
な
事
業
を
着
実

に
推
進
す
る
一
方
で
、
健
全
な
財

政
運
営
に
も
十
分
に
配
慮
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。最

後
に
、
３
つ
目
の
職
員
の
意

識
改
革
に
つ
い
て
で
す
。
市
役
所

職
員
は
行
政
の
サ
ー
ビ
ス
マ
ン
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
職
員
そ
れ

ぞ
れ
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
マ
ン
と
し

て
プ
ロ
意
識
を
持
ち
、
市
民
の
立

場
に
立
ち
、
市
民
の
立
場
で
考
え

る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し
て
き

ま
し
た
。
今
さ
ら
申
し
上
げ
る
ま

で
も
な
く
組
織
は
人
で
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。
職
員
一
人
一
人
の
プ

ロ
意
識
を
徹
底
し
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
マ
ン
と
し
て
の
意
識
改
革
を
実

践
す
る
こ
と
が
、
市
役
所
全
体
を

「
考
え
る
組
織
」
と
し
て
機
能
さ

せ
る
こ
と
に
な
り
、
朝
霞
市
の
未

来
像
「
生
き
活
き
タ
ウ
ン
朝
霞
」

の
実
現
に
向
け
て
大
き
な
力
を
発

揮
す
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

以
上
、
市
政
運
営
に
あ
た
っ
て

の
基
本
的
な
考
え
方
を
述
べ
ま
し

た
。
今
後
と
も
、
新
し
い
朝
霞
市

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
さ
ら
な
る
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
秋
に
ア
メ
リ
カ
を

発
端
と
し
た
金
融
危
機
は
、
瞬
時

に
全
世
界
の
実
体
経
済
に
も
波
及

し
、
世
界
的
な
景
気
後
退
局
面
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。

我
が
国
の
経
済
に
も
深
刻
な
影

響
を
与
え
て
お
り
、
株
価
の
大
幅

下
落
や
、
近
年
に
類
を
み
な
い
ほ

ど
の
企
業
収
益
の
悪
化
、
雇
用
情

勢
の
変
動
は
、
大
き
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
市
に
お
き

ま
し
て
も
、
こ
の
様
な
経
済
状
況

が
市
民
生
活
や
中
小
企
業
の
経
営

に
与
え
る
影
響
を
憂
慮
し
、
昨
年

末
に
緊
急
経
済
対
策
本
部
を
設
置

し
、
生
活
者
支
援
、
中
小
企
業
支

援
、
雇
用
対
策
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

景
気
動
向
の
影
響
を
受
け
る
地

方
財
政
に
お
い
て
も
、
歳
入
は
か

つ
て
な
い
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
平
成
２１
年
度
当
初
予
算
に
お

い
て
、
多
く
の
自
治
体
で
法
人
関

係
の
税
収
が
大
幅
に
落
ち
込
む
こ

と
が
予
測
さ
れ
て
お
り
、
景
気
の

低
迷
が
長
期
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

税
収
の
回
復
が
遅
れ
る
こ
と
に
懸

念
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

生
活
保
護
世
帯
の
急
増
が
全
国
的

な
傾
向
と
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、

高
齢
化
社
会
の
進
展
に
よ
る
医

療
・
福
祉
な
ど
社
会
保
障
経
費
の

急
激
な
増
加
、
公
共
施
設
の
老
朽

化
に
よ
り
莫
大
な
支
出
を
要
す
る

大
規
模
改
修
工
事
な
ど
、
自
治
体

の
歳
出
は
、
今
後
ま
す
ま
す
増
え

続
け
る
要
因
が
非
常
に
多
く
存
在

す
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。

平
成
２１
年
度
の
本
市
の
財
政
状

況
に
つ
い
て
で
す
が
、
歳
入
で
は
、

こ
れ
ま
で
堅
調
に
伸
び
て
お
り
ま

し
た
市
税
に
お
い
て
、
法
人
市
民

税
が
２０
・
７
�
減
収
す
る
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
市
税
全
体
と
し
て
は

０
・
８
�
の
減

収
と
な
る
見
込

み
で
す
。
景
気

悪
化
の
影
響
に

よ
り
、
税
収
の

安
定
的
確
保
が

今
後
さ
ら
に
難

し
く
な
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
ま

す
。歳

出
で
は
、
第
四
小
学
校
お
よ

び
第
五
小
学
校
の
改
築
事
業
に
よ

り
普
通
建
設
事
業
費
が
、
前
年
比

２２
・
１
�
増
加
し
て
い
る
ほ
か
、

義
務
的
経
費
の
う
ち
、
生
活
保
護

費
や
児
童
手
当
な
ど
の
扶
助
費
が

特
に
増
加
し
て
お
り
、
近
年
の
傾

向
か
ら
、
今
後
も
扶
助
費
に
つ
い

て
は
増
加
し
続
け
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

以
上
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
予

算
編
成
に
取
り
組
む
に
あ
た
り
、

徹
底
し
た
事
業
費
の
精
査
に
よ
る

歳
出
の
縮
減
と
、
政
策
的
な
事
業

の
優
先
度
に
応
じ
た
予
算
配
分
を

行
い
、
ま
た
、
市
債
の
借
入
お
よ

び
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
に

よ
り
必
要
な
財
源
を
確
保
し
た
結

果
、
平
成
２１
年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
は
、
前
年
度
当
初
予
算
に
対

し
、
４
・
３
�
増
の
、
３５３
億
７
、０

０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

具具体体的的なな

行行財財政政運運営営
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市税 
 206億9,633万円（58.5%） 
〈208億6,218万1千円〉 

市民税 
104億8,154万5千円〈106億2,242万2千円〉 
固定資産税 
83億3,484万7千円〈83億6,303万6千円〉 
軽自動車税 
 7,561万6千円〈7,278万2千円〉 
市たばこ税 
6億3,800万円〈6億5,000万円〉 
都市計画税 
11億6,632万2千円〈11億5,394万円〉 市債 

43億4,501万4千円（12.3%） 
〈33億1,670万円〉 

国庫支出金 
32億2,413万4千円 
（9.1%） 
〈26億2,701万6千円〉 

県支出金 
12億256万4千円（3.4%） 
〈12億4,147万8千円〉 

地方消費税交付金 
10億4,200万円（2.9%） 
〈9億6,100万円〉 

繰入金 
10億701万2千円（2.8%） 
〈7億3,301万1千円〉 

諸収入 
8億4,473万5千円（2.4%） 
〈8億3,025万2千円〉 

繰越金 
8億円（2.3%） 
〈10億円〉 

使用料及び手数料 
7億2,982万円（2.1%） 
〈7億1,876万4千円〉 

 分担金及び負担金 
 4億8,529万5千円（1.4%） 
〈4億8,908万4千円〉 地方特例交付金 

2億7,900万円（0.8%） 
〈2億3,800万円〉 その他 

7億1,409万6千円 
（2.0%） 
〈8億7,951万4千円〉 

歳入合計 
353億7,000万円 

〈338億9,700万円〉 

〈 〉内は昨年度当初予算額 （ ）内は構成比歳入の状況

歳 入
増減率

－１２．７％

－０．８

１．５

２２．７

－３．１

－４５．６

０．０

３７．４

－２０．０

１．７

３１．０

４．３

構成比

０．１％

１．４

２．１

９．１

３．４

０．０

０．０

２．８

２．３

２．４

１２．３

１００．０

予 算 額

１，７７１万４千円

４億８，５２９万５千円

７億２，９８２万円

３２億２，４１３万４千円

１２億２５６万４千円

３３８万１千円

１千円

１０億７０１万２千円

８億円

８億４，４７３万５千円

４３億４，５０１万４千円

３５３億７，０００万円

区分
款

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

市 債

合 計

増減率

－０．８％

－７．９

１８．０

０．９

－７７．４

８．４

０．０

－３９．０

－２８．１

１７．２

－７５．０

構成比

５８．５％

０．７

０．５

０．３

０．０

２．９

０．０

０．３

０．１

０．８

０．０

予 算 額

２０６億９，６３３万円

２億３，３００万円

１億６，４００万円

１億１，３００万円

１，２００万円

１０億４，２００万円

１，５００万円

１億円

４，１００万円

２億７，９００万円

１，５００万円

区分
款

市 税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金

自動車取得税交付金
国有提供施設等所在
市 町 村 助 成 交 付 金

地方特例交付金

地 方 交 付 税

対前年度比

4.3％増
一般会計予算の総額は、３５３億７，０００万円で、前年度当初予算額３３８億９，７００万円に対して、４．３％（１４億７，３００

万円）の増となっています。

これを歳出予算について比較してみますと、教育費が朝霞第四・第五小学校改築事業などにより、１１．９％

（８億５，４６４万５千円）の増、民生費が生活保護費などにより、４．０％（４億６，１４９万９千円）の増となる一

方で、総務費が電算管理事業などにより、２．５％（１億１，０３１万６千円）の減、消防費が朝霞地区一部事務組

合に対する消防負担金などにより、１．１％（１，４１６万８千円）の減となっています。

問い合わせ／財政課 内線２３２３ �０４８―４６３―３１７９（直通）

一一般般会会計計予予算算のの構構成成

※パーセント表記のものについては、小数点以下第２位を四捨五入しています。
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民生費 
119億5,704万9千円 
（33.8%） 
〈114億9,555万円〉 

教育費 
80億1,201万1千円 
（22.7%） 
〈71億5,736万6千円〉 

総務費 
43億2,240万9千円（12.2%） 
〈44億3,272万5千円〉 

土木費 
34億7,166万1千円 
（9.8%） 
〈34億7,049万円〉 

公債費 
29億2,501万6千円 
（8.3%） 
〈28億5,046万3千円〉 

衛生費 
27億1,588万4千円（7.7%） 
〈25億5,893万3千円〉 

消防費 
12億8,479万3千円（3.6%） 
〈12億9,896万1千円〉 その他 

6億8,117万7千円 
（1.9%） 
〈6億3,251万2千円〉 

歳出合計 
353億7,000万円 

〈338億9,700万円〉 

歳 出
増減率

－２．１％

０．０

－２．０

－９８．７

１８．７

－２．５

－１．６

前 年 度

１７５億５，４０４万３千円

１０８億８，１３３万７千円

１６億９，８２０万３千円

９億３，９６８万５千円

３２億３，６３１万２千円

７億９，８５０万６千円

２８億５，９６７万３千円

本 年 度

１７１億８，３５５万４千円

１０８億８，６６８万４千円

１６億６，４３８万３千円

１，２３９万９千円

３８億４，１５６万８千円

７億７，８５２万円

２８億１，５０１万１千円

会計名

特 別 会 計

国民健康
保険会計

下 水 道
事業会計

老人保健
会 計

介護保険
会 計

後期高齢者
医 療 会 計

上水道事業
会 計

増減率

９．９％

－２．５

４．０

６．１

－７．６

－２．０

１４．１

０．０

－１．１

１１．９

２．６

－１８．３

０．０

４．３

構成比

０．８％

１２．２

３３．８

７．７

０．１

０．２

０．７

９．８

３．６

２２．７

８．３

０．０

０．１

１００．０

予 算 額

２億８，８４２万２千円

４３億２，２４０万９千円

１１９億５，７０４万９千円

２７億１，５８８万４千円

２，７００万８千円

８，２１０万円

２億２，６９４万５千円

３４億７，１６６万１千円

１２億８，４７９万３千円

８０億１，２０１万１千円

２９億２，５０１万６千円

６７０万２千円

５，０００万円

３５３億７，０００万円

区分
款

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

諸 支 出 金

予 備 費

合 計

市民１人当たりに使われる市のお金
総額２７万５，５１２円

今年度の朝霞市一般会計予算は、３５３億７，０００万円です。これを市民
１人当たりに使うお金に換算すると、２７万５，５１２円になります。その
内容は、次のようになります。

教育のために
６２，４０９円 ２２．７％

議会運営・市民サービスなどに
５９，１４２円 ２１．４％

ごみ処理や市民の健康を守るために
２１，１５５円 ７．７％

市民福祉のために
９３，１３９円 ３３．８％

商工・農業の振興のために
２，６１７円 １．０％

道路舗装や改修のために
２７，０４２円 ９．８％

消防活動に
１０，００８円 ３．６％

市民１人当たりが負担する税金
総額１６万１，２１３円

市民１人当たりが負担する市税は、市民税・固
定資産税など合計１６万１，２１３円で、市が皆さんの
ために使うお金との差額は、国や県からの補助金
や、借入金（市債）などの財源で賄われます。

固定資産税
６４，９２４円 ４０．３％

市たばこ税
４，９７０円 ３．１％

都市計画税 ９，０８５円 ５．６％

市民税
８１，６４５円 ５０．６％

軽自動車税
５８９円 ０．４％

商工費…中小企業の指導育成、商工業の振興等のための経費です。

土木費…道路橋りょうや河川の整備・改良、都市計画等に要する経費です。

消防費…災害時の初動体制の確保や、災害から地域住民の生命と財産を

守るために必要な消防設備等の整備を行うための経費です。

教育費…学校や図書館、公民館や博物館等の施設を設置管理し、その他

教育や学術文化に関する事務を行うための経費です。

公債費…市が借り入れした市債（借金）の元金、利子の償還費です。

議会費…議会の活動に要する経費です。
総務費…戸籍・統計・徴税等の経費です。
民生費…福祉など、住民が一定水準の生活を確保し、安定した社会生活

を保障するために支出される経費です。
衛生費…伝染病予防や公害対策など、住民が健康で衛生的な生活環境を

保持するための経費です。
労働費…労働者のための各種施設の設置・管理に要する経費です。
農林水産業費…農業の改良や組合の指導育成、農業施設の管理のための経費です。

〈 〉内は昨年度当初予算額 （ ）内は構成比歳出の状況

※平成２１年１月１日現在の人口１２８，３７９人を基に算出しています。また、円単位未満は四捨五入しています。
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